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第 81回日本公衆衛生学会総会開催報告書

　第 81回日本公衆衛生学会総会を下記のとおり開催いたしましたので報告いたします。
　この総会は，わが国の公衆衛生の進歩，発展に寄与するとともに，山梨県の公衆衛生分野
の発展や人材育成を目的とし，山梨県，甲府市，研究教育機関，公衆衛生に関する医療保健
福祉分野の関係諸機関などが連携し開催いたしました。学会長は，山縣然太朗（山梨大学大
学院総合研究部医学域社会医学講座教授）が務めました。
　新型コロナウイルス感染症の世界的流行により，公衆衛生分野の学問，研究の重要性が高
まる中，4,015人（現地参加 2,227人）の研究者や専門家，学生などが参加し，わが国最大の
公衆衛生の学術総会が山梨県では初めての開催となりました。

　日本公衆衛生学会総会は 1947年の第 1回開催以来，国・都道府県・市町村の行政機関，大
学等の研究教育機関，公衆衛生関係団体等の協力のもと，公衆衛生関係者による研究と実践
活動の発表の場，交流と連携を推進する場として毎年開催されています。
　80年を超える歴史の中で，山梨県での開催は初めてです。山梨県の公衆衛生関係者のオー
ルやまなしで，会員の皆様をあたたかくお迎えし，公衆衛生の未来を活発に議論できる場と

概　要
【名　称】第 81回日本公衆衛生学会総会
【テーマ】「公衆衛生イノベーション　─原点確認，変革推進─」
【運営組織体制】名誉学会長：山梨県知事　長崎幸太郎
 名 誉 顧 問：甲府市長　樋口雄一
 学　会　長：山縣然太朗
 副 学 会 長：山梨県医師会会長　手塚司朗
  山梨県福祉保健部部長　成島春仁
  甲府市福祉保健部部長　久保田幸胤
 顧　　　　問：山梨大学学長　島田眞路
 監　　　　事：山梨県福祉保健部福祉保健総務課課長　村松茂樹
  甲府市福祉保健部福祉保健総室室長　望月正文
 実 行 委 員：32名
 学術部会委員：44名
【開催日時】2022年 10月 7日（金）～ 10月 9日（日）
【開催形式】ハイブリッド形式（現地開催，LIVE配信，オンデマンド配信を組み合わせ）
【会　　場】YCC県民文化ホール（山梨県甲府市寿町 26-1），
 山梨県立図書館（山梨県甲府市北口 2丁目 8-1），
 山梨県防災新館（山梨県甲府市丸の内 1-6-1）等
【参加人数】4,015人
【公式ホームページ】http://jsph81.umin.jp
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なりました。
　総会では，新型コロナウイルス感染症をテーマとした特別講演やシンポジウム，母子保健か
ら介護保険施策，生活習慣病やがん対策など健康に関するすべての領域について，教育講演や
シンポジウム，一般演題により 1,200を超える発表がされました。
　特別講演では，「新型コロナ　これまでとこれから」公益財団法人結核予防会　尾身　茂先
生にご登壇いただき盛況を博しました。また同じく特別講演「新型コロナウイルスとのたたか
い」では，本学学長　島田眞路先生が座長，山梨県知事　長崎幸太郎様に演者としてご登壇い
ただきました。
　他に特別講演「人口減少社会のデザイン ─ AIを活用した未来シミュレーションを視野に」
「欧州で鍛えられる白ワイン（甲州）」，メインシンポジウム「国民健康づくり運動の成果と課題，
次期計画のあり方」「公衆衛生イノベーション ─原点確認，変革推進─」「公衆衛生倫理につ
いて考える」，総会企画シンポジウム「思春期・成人期につながるエコチル調査の未来」など
において各分野にて第一線でご活躍頂いている先生方にご登壇いただきました。
　また，本学会初のエンターテイメント企画として，特別企画シンポジウム「公衆衛生未来
トーーーーク！」では 2050年の公衆衛生の未来について 4人の研究者の TED TALKばりの
名演説で盛り上がりました。
　総会特別企画としては，山梨県の公衆衛生の歴史，地方病（日本住血吸虫症）とのたたかい，
先端科学の公衆衛生への応用についての企画展示，同様の内容の一部を甲府駅北口ペデストリ
アンデッキでも展示開催いたしました。
　また，総会の付随行事として，全国衛生部長会総会，全国保健所長会総会，地方衛生研究所
全国協議会総会，各種研修会が開催され，全国から関係者が集いました。

　コロナ禍での準備・開催となりましたが，現地開催と LIVE配信，オンデマンド配信の組み
合わせのハイブリッド形式で多くの方にご参加いただき盛会裡に終了いたしました。
　山梨大学工学部・生命環境学部の先生方には，先端科学の公衆衛生への応用の展示でご協力
いただきました。
　また，山梨大学より顧問として島田眞路学長，実行委員として平田修司医学域長，榎本信幸
病院長，多田正人臨床検査技師長，学術部会委員として安藤大輔先生，上木耕一郎先生，神崎
由紀先生，髙山一郎先生，宮村季浩先生，宮本和子先生には，お忙しい中，ご尽力いただきま
して誠にありがとうございました。
　山梨大学医学会におきましては，ご支援をいただきまして深く感謝申し上げます。

　2022年 12月
　

第 81回日本公衆衛生学会総会　学会長　山縣然太朗
山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座　教授

同　事務局長　篠原亮次
山梨大学大学院附属　出生コホート研究センター　教授

　　　　
同　学術部会長　横道洋司

山梨大学大学院総合研究部医学域社会医学講座　准教授
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閉会式　記念撮影

第81回日本公衆衛生学総会ポスター


